
丸
亀
市
で
２
月
24
日
、
日
本

共
産
党
の
山
添
拓
政
策
委
員
長
・

参
院
議
員
と
白
川
よ
う
子
参
院

比
例
予
定
候
補
を
迎
え
た
演
説

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

山
添
氏
は
、
少
数
与
党
の
国

会
で
維
新
の
会
や
国
民
民
主
党

な
ど
の
野
党
が
、
ご
く
一
部
の

改
善
の
た
め
、
与
党
に

す
り
寄
り
、
自
民
党
政

治
を
延
命
さ
せ
て
い
る

と
指
摘
。
「
自
民
党
政

治
を
本
当
に
変
え
よ
う

と
思
っ
た
ら
、
ど
う
い

う
勢
力
が
国
会
、
地
方

議
会
の
中
で
大
き
く
な

る
こ
と
が
必
要
か
。
ア

メ
リ
カ
言
い
な
り
、
大

企
業
優
遇
を
た
だ
す
、

国
民
が
主
人
公
の
立
場

を
正
面
か
ら
す
え
た
日

本
共
産
党
が
や
っ
ぱ
り

大
き
く
な
る
必
要
が
あ

る
」
と
述
べ
、
「
今
度

こ
そ
本
当
に
政
治
を
変
え
る
と

い
う
声
を
日
本
共
産
党
に
託
し

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
呼
び
か

け
ま
し
た
。

白
川
氏
は
佐
賀
空
港
や
山
口

県
の
岩
国
基
地
、
沖
縄
の
辺
野

古
な
ど
西
日
本
１
７
県
の
各
地

を
訪
れ
て
き
た
実
感
と
し
て

「
西
日
本
は
大
軍
拡
の
大
波
が

来
て
い
る
」
と
強
調
。
終
戦
後

の
１
９
４
５
年
か
ら
続
く
沖
縄

で
の
米
兵
の
女
性
へ
の
性
暴
力

を
許
さ
な
い
、
繰
り
返
し
て
は

な
ら
な
い
と
記
事
を
紹
介
。

「
こ
れ
ら
は
氷
山
の
一
角
だ
」

と
し
「
い
ま
本
当
に
必
要
な
の

は
憲
法
９
条
を
生
か
し
た
平
和

外
交
や
核
兵
器
禁
止
条
約
に
参

加
す
る
な
ど
の
平
和
な
国
づ
く

り
だ
」
と
の
べ
ま
し
た
。

物
価
高
騰
や
消
費
税
に
よ
る

国
民
生
活
の
困
難
さ
に
ふ
れ

「
こ
ど
も
た
ち
に
お
か
わ
り
を

さ
せ
ら
れ
な
い
政
治
で
よ
い
は

ず
が
な
い
。
農
業
を
大
切
に
し
、

米
価
も
市
場
価
格
に
委
ね
て
全

く
責
任
持
た
な
い
、
こ
ん
な
国

政
の
状
況
を
切
り
替
え
、
ア
メ

リ
カ
や
大
企
業
言
い
な
り
の
政

治
を
大
本
か
ら
変
え
て
い
く
」

と
政
治
の
転
換
を
訴
え
ま
し
た
。

４
月
13
日
告
示
、
20
日
投
票

の
丸
亀
市
議
選
で
１
増
の
２
議

席
獲
得
を
め
ざ
す
中
谷
ま
ゆ
み

＝
現
＝
、
さ
さ
い
孝
志
＝
新
＝

の
両
予
定
候
補
が
決
意
表
明
し

ま
し
た
。
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｢

政
治
変
え
た
い｣

を
託

し
て
丸
亀
で
山
添
・
白
川
氏
ら
訴
え

昨
年
秋
、
初
め
て

念
願
の
「
知
覧
特
攻

記
念
館
」
を
訪
れ
ま

し
た
。
「
命
を
無
残

に
散
ら
す
し
か
な
か
っ

た
若
者
た
ち
の
悲
劇

を
２
度
と
繰
り
返
し

て
は
な
ら
な
い
」
と

い
う
思
い
が
共
有
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し

て
。し

か
し
、
修
学
旅
行
生
も
多
く
訪

れ
る
そ
の
記
念
館
に
は
、
「
日
本
を

守
る
た
め
、
大
君
の
た
め
、
喜
ん
で

死
ん
で
い
き
ま
す
」
と
い
う
特
攻
美

化
、
特
攻
を
英
雄
視
の
展
示
に
あ
ふ

れ
て
い
ま
し
た
。

自
分
の
命
と
引
き
換
え
に
敵
艦
船

に
体
当
た
り
す
る
作
戦
に
内
心
は
恐

怖
心
を
抱
い
て
も
、
疑
問
を
持
っ
て

も
、
拒
む
こ
と
は
で
き
ず
、
生
き
た

い
と
い
う
願
い
さ
え
口
に
で
き
な
い
、

命
を
軽
視
す
る
日
本
の
軍
隊
の
恐
ろ

し
さ
。
戦
争
の
狂
気
の
中
で
、
特
攻

は
生
ま
れ
、
戦
争
反
対
を
口
に
す
る

者
は
逮
捕
さ
れ
、
殺
さ
れ
ま
し
た
。

悲
惨
な
戦
争
の
代
償
と
し
た
生
ま

れ
た
日
本
国
憲
法
の
も
と
で
ま
た
、

戦
争
の
準
備
が
着
々
と
進
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
を
私
た
ち
は
知
り
、
知
ら

せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

「
被
爆
体
験
か
ら
平
和
を

考
え
る
つ
ど
い
」
の
ご
案

内
で
す
。

☆
日
時

4
月
27
日
（
日
）

午
後
２
時
か
ら

☆
会
場

高
松
市
の
県
社
会

福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

７
階
大
会
議
室

メ
イ
ン
の
講
演
で
は
、

被
爆
者
で
あ
る
長
尾
昭
雄

氏
（
97
歳
）
が
広
島
で
の

生
々
し
い
体
験
を
語
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
平
和
病
院

が
県
下
で
初
め
て
被
爆
者

健
診
に
取
り
組
ん
で
き
た

歴
史
的
経
験
や
、
高
松
港

の
特
定
利
用
港
湾
指
定
を

は
じ
め
、
香
川
が
戦
場
化

さ
れ
つ
つ
あ
る
危
険
性
を

学
び
ま
す
。

ま
た
平
和
の
た
め
に
活

動
し
て
い
る
い
ろ
ん
な
団

体
や
個
人
が
参
加
し
、

「
平
和
大
使
」
を
し
て
い

る
高
校
生
も
参
加
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

今
の
若
者
に
関
心
の
あ

る
タ
イ
ム
リ
ー
で
、
参
加

者
に
よ
る
手
作
り
の
企
画

で
す
。

県
内
の
さ
ま
ざ
な
ま
団

体
、
個
人
か
ら
の
参
加
を

呼
び
か
け
る
と
と
も
に
、

地
域
や
職
場
か
ら
も
若
い

世
代
の
人
を
中
心
に
た
く

さ
ん
の
人
に
き
て
い
た
だ

き
、
い
っ
し
ょ
に
学
び
語

り
合
い
ま
し
ょ
う
。
参
加

費
は
無
料
。
（
連
絡
先
＝

藤
沢
直
人

０
９
０
・
３
１

６
１
・
１
１
３
４
）
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「
コ
タ
ン
の
口
笛
」
で
有
名
な
児

童
文
学
者
・
石
森
延
男
は
、
一
九
二

四
年
八
月
か
ら
一
九
二
六
年
三
月
ま

で
香
川
県
師
範
学
校
の
教
師
を
し
て

い
た
。
短
い
期
間
だ
っ
た
が
、
石
森

は
教
え
子
た
ち
に
深
い
感
銘
を
与
え

た
。
石
森
延
男
は
あ
る
月
夜
、
生
徒

た
ち
を
連
れ
て
屋
島
に
登
っ
た
こ
と

が
あ
る
。
そ
れ
か
ら
四
十
年
後
の
一

九
六
六
年
秋
、
教
え
子
た
ち
は
恩
師

の
思
い
出
を
込
め
て
、
屋
島
山
上
の

ホ
テ
ル
甚
五
郎
の
横
に
文
学
碑
を
建

て
た
。

き
み
た
ち
も

虫
も
歌
っ
て

月
は
る
か

石
森
に
強
い
感
化
を
受
け
た
教
え

子
に
滝
口
春
男
が
い
る
。
滝
口
は
一

九
一
〇
年
、
三
豊
郡
三
野
町
の
生
ま

れ
で
、
一
九
三
〇
年
、
香
川
師
範
を

卒
業
し
、
三
豊
郡
の
吉
津
小
学
校
に

赴
任
し
た
。
若
い
滝
口
は
、
石
森
延

男
を
誇
り
と
し
、
理
想
に
燃
え
て
い

た
。
三
年
生
を
担
当
し
た
滝
口
は
、

生
徒
に
日
記
を
つ
け
さ
せ
、
文
章
を

書
か
せ
、
詩
を
作
ら
せ
た
。
子
ど
も

た
ち
の
可
能
性
を
無
限
に
伸
ば
そ
う

と
し
た
。

一
九
三
三
年
三
月
三
日
、
授
業
中

の
滝
口
は
治
安
維
持
法
違
反
容
疑
で

検
挙
さ
れ
た
。
警
察
は
教
室
の
中
で

ガ
チ
ャ
ッ
と
手
錠
を
か
け
、
滝
口
を

引
い
て
行
っ
た
。
彼
の
自
宅
か
ら
は

同
人
雑
誌
、
労
働
新
聞
、
赤
旗
な
ど

が
押
収
さ
れ
た
。
滝
口
逮
捕
を
受
け

て
吉
津
村
の
村
長
は
、
村
内
の
婦
人

五
百
人
を
集
め
、
「
忠
孝
の
精
神
」

「
婦
徳
の
か
ん
養
」
な
ど
を
決
議
さ

せ
た
。

教
壇
を
追
わ
れ
た
滝
口
は
、
県
外

各
地
を
さ
す
ら
い
、
職
を
転
々
と
し

た
。
戦
後
、
故
郷
に
も
ど
っ
た
滝
口

は
、
「
子
ど
も
の
国
」
と
い
う
児
童

雑
誌
を
発
刊
し
た
り
、
「
四
国
詩
人
」

や
「
四
国
文
学
」
な
ど
の
同
人
誌
を

発
行
し
た
。

滝
口
は
一
九
六
二
年
、
島
比
呂
志

が
主
宰
す
る
同
人
誌
『
火
山
地
帯
』

に
、
「
青
い
唐
辛
子
」
「
藪
柑
子
」

の
二
つ
の
小
説
を
書
い
て
い
る
。
そ

の
頃
、
滝
口
は
生
活
の
た
め
に
光
村

図
書
出
版
（
株
）
の
教
科
書
販
売
員

と
し
て
西
讃
地
方
の
学
校
回
り
を
し

て
い
た
。
滝
口
は
日
本
共
産
党
に
入

党
し
た
が
、
一
九
六
八
年
、
心
筋
梗

塞
の
た
め
、
五
十
七
歳
の
生
涯
を
閉

じ
た
。

滝
口
の
死
後
、
石
森
延
男
は
彼
の

思
い
出
を
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

ふ
と
か
れ
の
こ
と
を
思
い
出
す
こ
と

が
あ
る
／
思
い
出
す
と
い
う
よ
り
出

会
う
の
だ

死
の
世
界

生
の
世
界
を
越
え
て

会
う
の
だ
／
お
た
が
い
や
た
ら
声
を

高
く
し
て
語
ら
な
い
が

そ
れ
で
も
け
っ
こ
う
心
の
中
で
は

喜

び
あ
う
。

（
以
下
略
、
福
岡
行
雄
『
滝
口
春
男
』

八
十
路
書
房
、
付
録
４
㌻
よ
り
）

滝
口
の
小
説
「
青
い
唐
辛
子
」
は

『
ふ
る
さ

と
文
学
館

第
四
三
巻

香
川
』

（
ぎ
ょ
う

せ
い
、
一

九
九
四
）

に
収
録
さ

れ
て
い
る
。

讃
岐
の
文
学
碑
め
ぐ
り

㉖

日
治
安
維
持
法
施
行
か
ら
百
年

児
童
文
学
者
＝
石
森
延
男
（
一
八
九
七
～

一
九
八
七
）
と
滝
口
春
男

文･

写
真

深
沢

雨
根

ご案内 若い世代

にむけて｢被爆体験から

平和を考えるつどい」


